
伊方地域原子力防災協議会（第２回） 

議事要旨 

 

１．開催要領 

  開催日時：平成２８年７月１４日（木）１３：３０～１４：１０ 

  場  所：三田共用会議所第４特別会議室 

  出 席 者：別紙のとおり 

 

２．議事次第 

議題 「伊方地域の緊急時対応」改定の確認について 

 

３．配付資料 

資料１    伊方地域原子力防災協議会の構成員について 

資料２   「伊方地域の緊急時対応」の改定について 

資料３  伊方地域の緊急時対応（概要版） 

資料４   伊方地域の緊急時対応（全体版） 

 

４．会議概要 

○ 奥村内閣府地域原子力防災推進官から、資料２、資料３及び資料４に

基づき、「伊方地域の緊急時対応」の改定について説明。 

○ 平井内閣府政策統括官（原子力防災担当）から、愛媛県に対して、今

年度の原子力防災訓練の内容について質問。 

上甲愛媛県副知事から、今年度の原子力防災訓練では、昨年度実施

した予防避難エリアにおけるケース２の更なる充実のため、大分県への

海路避難について、異なる港や受入市町を設定し、新たな動線を確認し

たいと考えている。ＵＰＺについては、複数市町を対象に一時移転等を



行う方向である。また、新たにケース３を想定した佐田岬半島部住民の

みを対象とした個別訓練を行う。伊方町をはじめとする関係機関の協力

をお願いしたい旨、回答。 

○ 平井内閣府政策統括官（原子力防災担当）から、愛媛県に対して、愛

媛県と地元のバス協会、トラック協会、旅客船協会との覚書締結の状況

と今後の連携強化の取り組みについて質問。 

上甲愛媛県副知事から、各協会とは、「災害時における人員や物資等

の輸送に関する協定書」に加え、本年４月、原子力災害特有の個別事項

等への対応を明確にした覚書を締結した。今回の覚書締結を契機に、研

修会の開催や防災資機材の整備、訓練等を通じた協力体制の更なる具体

化など、平時からの連携を強化し避難対策の一層の実効性の向上に繋げ

ていきたい旨、回答。 

○ 平井内閣府政策統括官（原子力防災担当）から、愛媛県、山口県、大

分県に対して、緊急時対応に対する意見について質問。 

上甲愛媛県副知事から、「防災対策に終わりなし」との認識のもと、

今回の改定も踏まえ、県広域避難計画の速やかな修正と、それらに基づ

いた訓練を積み重ね、避難対策等の更なる充実強化を図るため、内閣府

をはじめ、実動組織を含む関係省庁、周辺県の支援・協力をお願いした

い旨、発言。また、四国電力に対して、これまで以上に緊張感を持ち、

社員一丸となって、安全確保を最優先に取り組むよう要請している旨、

発言。 

坂本山口県危機管理監から、八島の住民避難に関して、今後とも、上

関町との緊密な連携の下、万が一の事故に備え、迅速かつ的確な住民避

難ができるよう、防災訓練等の実施を通じて実効性を高めるなど、防災

体制に万全を期していくため、国の支援をお願いする旨、発言。 



矢野大分県危機管理監から、今年度も愛媛県と共同で住民避難訓練を

予定しており、受入場所や港、コースなど様々なバリエーションでの対

応や、避難者受け入れにあたり、複合災害による被災状況や放射線の影

響等についての情報収集を、受入県として迅速に行っていくために、国

の支援をお願いしたい旨、発言。 

○ 本会議のまとめとして、平井内閣府政策統括官（原子力防災担当）か

ら、「伊方地域の緊急時対応」の改定について、昨年度の原子力総合防

災訓練の教訓事項等を踏まえ、伊方地域の緊急時対応のより一層の具体

化・充実化を図ったものであることを確認した旨、発言。 

また、引き続き、伊方地域の緊急時対応については、防災基本計画に

基づき、今後も、伊方地域原子力防災協議会を通じて、訓練の実施、そ

の結果を踏まえたより一層の具体化・充実化を、関係自治体と政府が一

体となって行っていく旨、発言。 

 

（以 上） 

  



出席者一覧 

(構成員) 
平井 興宣  内閣府政策統括官(原子力防災担当) 
片山 啓   原子力規制庁長官官房核物質・放射線総括審議官 
永井 達也  内閣官房副長官補(事態対処・危機管理)付危機管理審議官 
緒方 俊則  内閣府大臣官房審議官(防災担当) 
斉藤 実   警察庁長官官房審議官 
馬場 竹次郎 (代理出席)総務省大臣官房総務課長 
杉本 達治  消防庁国民保護・防災部長 
板倉 周一郎 文部科学省大臣官房審議官(研究開発局担当) 
福田 祐典  厚生労働省大臣官房技術総括審議官 
塩川 白良  農林水産省大臣官房危機管理・政策評価審議官 
小澤 典明  経済産業省資源エネルギー庁資源エネルギー政策統括調整官 
東井 芳隆  国土交通省大臣官房危機管理・運輸安全政策審議官 
金子 英幸  海上保安庁総務部参事官(警備救難部担当) 
瀧口 博明  (代理出席)環境省水・大気環境局大気環境課長 
齋藤 雅一  防衛省大臣官房審議官 
上甲 俊史  愛媛県副知事 
坂本 竜生  (代理出席)山口県総務部危機管理監 
矢野 哲幸  (代理出席)大分県生活環境部防災局危機管理監 
 
(オブザーバー) 
門田 光和  伊方町総務課長 
舛田 昭彦  八幡浜市総務課長 
丸山 幸宏  大洲市危機管理課長 
垣内 俊樹  西予市危機管理課長 
山下 真嗣  宇和島市危機管理課長 
新田 亮仙  伊予市危機管理課長 
山岡 敦   内子町総務課長 
山田 研二  四国電力株式会社常務取締役原子力本部副本部長 
 
(内閣府) 
山本 哲也  内閣府官房審議官(原子力防災担当) 
田中 邦典  内閣府政策統括官(原子力防災担当)付参事官(地域防災・訓練担当) 
奥村 智之  内閣府政策統括官(原子力防災担当)付参事官(地域防災・訓練担当)付 

地域原子力防災推進官 

（別 紙） 


